
1　事業の総括

　令和7年度は、図書館運営業務の受託開始から15年目、3館受託としては6年目の年であった。

　コロナによる社会的制限、図書館利用の制限がなくなった中で、利用者が図書館に求めていることはな

にかの原点に立ち返りつつ、各館の特長をより伸ばすことを意識して日々の業務を続けた。その結果、受

託業務執行の習熟度と個々の職員の力量向上、全体としての組織力アップが順調に進み、「一人一人がそ

れぞれの目的に応じて、安心して利用できるからこその公共図書館」という当法人の設立原点の意識共有

も進めることが出来た。

　辻堂市民図書館、湘南大庭市民図書館においては、十分な業務受託の経験とサービスの安定を背景に、

その質の向上、館の役割と特長を生かした蔵書構築、棚担当やチーム活動を進めたが、現状における資料

の保存機能の限界の中で、個々の館だけでは解決出来ない課題も見えている。

　一方で南市民図書館においては、予約処理業務の増加を中心に負担増が続いており、業務執行体制の見

直しも行い受託業務を進めたが、職員個々の負担軽減という課題は継続しているため、次年度も引き続き

この解決に向け取り組むこととする。

　各種イベントにおいては、地域関係者や講演者等々とのつながりをこれまで以上に意識し、地域分館と

しての存在感と必要性の向上に努めた。外部との折衝調整業務は担当職員の負担が大きくなりがちである

という一面もあるが、職員個々の成長も得られた。

　また、令和8年2月には約1月をかけ、藤沢市図書館のシステム更新が実施された。受託開始からこれほど

の規模のシステム更新は初めてのことでもあり、スムーズな運用への研修をはじめ準備に当たることと

なった。

　運営上の課題問題点としては、数年来の課題でもある開架フロアにおいての置き引きや盗撮、付きまと

い的行為やカウンターや電話での職員へのカスタマーハラスメント的クレームは、相変わらず一定数続

き、とりわけ限られた職員数での対応を余儀なくされる南館や各館夜間開館時における本来業務外的負担

感は続いている。利用者への安心感提供のためにも、公共施設内での安全、危機管理について、各施設で

の具体的検証と、藤沢市図書館システム全体での恒常的対応の検討が必要であり、課題は続いていると考

える。

令　和　7　年　度　事　業　報　告　書

法人の名称　　ＮＰＯ法人　市民の図書館・ふじさわ
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2　事業内容

特定非営利活動に係る事業

（1） 図書館運営事業

・チーム活動

名称 構成人数 9名

活動目的

活動内容

名称 構成人数 10名

活動目的

活動内容

名称 構成人数 11名

活動目的

活動内容

児童・ＹＡ世代が本に興味を持てるような企画・展示を行い、ＹＡコーナーの利用向上を
図る。

・企画
　児童「図書館クイズ」の掲示（月1回　２月を除く）
　ＹＡ「Let`s百人一首」神奈川県立藤沢西高校
かるた部に協力いただき実施
・詩の展示（児童こどものへや月１回　２月を除く）
・テーマ展示
　児童「オ・ノ・マ・ト・ペ」
　ＹＡ「身近なことからコツコツ始めるＳＤＧｓ」
など

地域情報の収集、発信を通して、地域に根ざした親しみやすい図書館の実現を図る。

・地域コーナーで地域の施設や歴史・生活情報などを紹介。
「相模湾－知れば知るほど魅力的－」「おすすめスポット」
「ご存じでしたか？実はレア鉄藤沢市！！」
「知ってた！？～実は身近なものがたり～」
・地域のイベント情報紹介
・新聞記事のファイリング

子どもから大人までが、図書館行事を通じて、さまざまな体験をし、交流できるよう努め
る。また展示を通じていろいろな国の文化も紹介する。

・企画
　「辻堂寄席」
　「おりがみ教室」（宙返りする馬と
クリスマスカードを作ろう♪）の企画・開催
・テーマ展示
　「辻堂寄席」「おりがみの世界」
　「世界の食文化」

辻堂市民図書館

児童・ＹＡチーム

地域密着サービスチーム

文化交流チーム
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チーム活動　辻堂市民図書館

名称 構成人数 10名

活動目的

活動内容

名称 構成人数 8名

活動目的

活動内容

名称 構成人数 9名

活動目的

活動内容

アクセシビリティデザインチーム

地域連携チーム

すべての人にとってわかりやすく、誰もが利用しやすい図書館を目指し活動する。

誰もがわかりやすく、利用しやすい図書館・心地よい空間をﾃﾞｻﾞｲﾝする。

○本年度は「外国につながりのある方が図書館を利用しやすいような工夫」を中心に活動
した。外国語棚『登録の仕方』の修正、『がいこくごのえほん』の英語表記追加、くつろ
ぎコーナーの『飲食可』及び案内席『インフォメーション』のピクトグラムの作成、『コ
ミュニケーションサポートファイル』の
作成等を行った。
〇南口の『休館日カレンダー』『湘南大庭市民図書館案内』
のリニューアル、エントランス『館内案内』の修正、
駐車禁止の表示など、館内館外の様々な表示の再作成を
行った。また、雑誌棚の小見出しのリニューアルも
終了した。

大庭地区の地域の図書館として、図書館の情報収集発信力をアピールするとともに地域と
の連携を深めていくことを目的として活動した。

湘南大庭市民図書館

○湘南大庭市民センター入口に設置している図書館からのお知らせコーナーにて、図書館
のイベント・展示の紹介や図書館の利用案内等をＰＲした。
○地域住民の方々に図書館を知ってもらう機会として「湘南大庭ふるさとまつり
(10/25.26)」の展示を市民センターとコラボで行った。
(R7年度展示名「ふるさとまつり第40回記念
昭和100年　湘南ライフタウン50年」)
○リサイクルブックフェアの準備・実施
　一般利用者向け12/7(日)開催。
○湘南大庭野鳥写真同好会の協力で
「湘南周辺で見られる野鳥」展示を実施。

アクセシビリティチーム

・利用者がわかりやすく利用しやすい
　環境づくりを心がける
・カウンター横にある地下閲覧席座席券用の
　カード入れを新たに作成
・地下閲覧席座席券札たての修繕など
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チーム活動　湘南大庭市民図書館

名称 構成人数 9名

活動目的

活動内容

名称 構成人数 9名

活動目的

活動内容

名称 構成人数 10名

活動目的

活動内容

普段は分野（分類）別に書架に並んでいる資料を、あるテーマにそった「展示」という形
で集め紹介することで、多くの利用者の目に留まり手に取ってもらう機会に繋げることを
目的とした。

○10月に行った「利用者aと図書館員Lのおすすめ本」は毎年恒例の展示になりつつある。
今年はポップを挟んだ図書館員のおすすめ本だけでなく、利用者にも参加してもらい利用
者のおすすめの本を展示してもらった。
○大型本書架の上では「色々あります調べるための資料」として、宿題や自由研究のテー
マやヒントになるような参考資料を展示した。
また禁帯出の本も並べ、貸し出しはできないが
館内での閲覧は可能とのキャプションをつけた
。一方、年末には年明けにおこなっている
「本の福袋」の裏側大公開というテーマで、
今までの福袋にセットした本を展示した。

児童や中高生が本に興味を持ち、かけがえのない一冊と出会えるように、様々なジャンル
から本を選び展示紹介する。また、チーム活動を通して、担当者も図書館員としての幅を
広げることも活動目的の一つとする。

〇ＹＡコーナーでは、何気なく使っている文字や言葉の再発見となる本や、新しいことに
チャレンジする本など、五感に響くテーマが多かった。中でも夏に行った『怪』は、涼し
気で怪しいデザインで利用者の反応も高かった。
〇こどものへや入口丸テーブルでは、
子どもの本に限らず幅広いテーマで展示をした。
「なつかしくて　あたらしい」では、
子どもだけでなく大人も視野に入れて
昔話の本の展示をした。また、ＪＡＸＡの
講演会とのコラボで宇宙の展示をするなど、
館内行事を盛り上げる工夫もしてみた。

地域展示チーム

児童・ＹＡ展示チーム

一般展示チーム

地域情報の収集と提供の充実を図るため、地域資料の書架の検討や地域情報の発信に努め
る。

○湘南大庭市民図書館25周年行事では、大型の「湘南大庭ふるさとかるた」を子どもから
高齢の方まで一緒に楽しんだ。椅子に座って行う方法は画期的だった。
○湘南大庭ふるさとまつりを含む期間は、テーマ「昭和100年湘南ライフタウン50年」と連
携し関連本を展示したところ、
反応が大きかった。
〇「藤沢の神社・寺」の展示では大庭周辺
の神社やお寺も紹介した。地元の情報は
特に興味関心が高かった。
○地域連携チームと協力して、
ブックリサイクルの運営を行った。
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・行事の開催

① 講演会等

場　所

藤沢市アート
スペース

　児童コーナー

2Fホール

2Fホール

辻堂海浜公園

参加者　子ども15名　大人9名

8月23日(土) 夏のおわりのおはなし会

たのし～いおはなし会(3歳～)

鉄道模型を自分で運転して楽しんだ。鉄道に関するおは
なし会も開催。
参加者　43名　おはなし会　子ども6名　大人4名

子どもから大人まで楽しめる行事として、落語・腹話術
などを上演する「辻堂寄席」を開催した。
参加者　41名

朗読グループ「渚の風」と共催による朗読会を行った。
参加者　50名

「たのし～い」おはなし会では、パネルシアターやペー
プサートを行い、「こわ～い」おはなし会では部屋を暗
くし、こわい雰囲気の中素話をした。

11月1日(土)
9:00～15:00

読書週間行事
第21回図書館の朗読タイム

キッズデイ　辻堂海浜公園

8月2日(土)
10:15～11:45

かこさとし展覧会
講演会＆ワークショップ

「ドウ・デッカ・ボール、ハガキ
ジェットをつくろう」

①おはなし会②ブックトーク③ワークショップ「ギリシ
ヤのドウ・デッカ・ボール」「はがきジェットき　つむ
じかぜ」の作成という三部構成で開催した。ドウ・デッ
カは数字の12を表したもので、細長い紙を編んで12個の
窓があるボールを作成した。
参加者　8名

実施日時 行事名

辻堂市民図書館

内　　　容

4月23日(水)～5月11日(日)

4月23日(水)～5月11日(日)

7月24日(木)
10:00～11:30

10月13日(月)
10:00～12:00

10月25日(土)
13:00～15:00

辻堂海浜公園の催しにおはなし会と紙工作のワーク
ショップで参加。ワークショップでは「かぶと」やいろ
がみを使った組み紙や紙ばねを作成。
参加者　子ども60名　　大人50名

14:00～14:30

15:00～15:45

2Fホール

読書週間行事　「辻堂寄席」

10月30日(木)
13:30～16:00

　児童コーナー

　児童コーナー

2Fホール
6月21日(土)
10:00～12:30

2Fホール

津波警報が発令、避難指示が出たため、臨時休館となり
途中で中止
参加者　7名(子ども1名　大人6名)

7月30日(水)
10:00～11:00

2Fホール

鉄道模型であそぼう

みんなでつくろう！！本の木
葉っぱにすきな本を書いて、こどものへやの「本の木」
に貼って紹介。
64枚

図書館で謎解き
謎解きをしながら、絵本や図書館の事をたのしく知って
いく催し物。
参加者　26名

読み聞かせに興味のある方を対象に、絵本の選び方や読
み方など読み聞かせの基本を伝える講座。活動中のボラ
ンティアによるおはなし会の実演も行った。

読み聞かせ講座「読み聞かせって
なあに？～子どもと絵本を楽しみ

たい大人の方へ～」

「磁石のふしぎ？磁石であそぶ“宙に浮くサッカーボー
ル”を作ろう！」をテーマに、実験や工作などの科学あ
そびを行った。また、かこさとしさんの科学の本を紹介
した。
参加者　9名つじねこ理科クラブ

～科学あそびと科学の本の紹介～

つじねこクラブ　ブックトークの
会「夏！本！コレクション-夏休
みに読みたい本みつかるよ-」

本の玉手箱
夏休みのお楽しみ企画として、絵本を数冊、中身がわか
らないように包装し玉手箱として貸出しした。

参加者　子ども13名　大人11名こわ～いおはなし会(小学生～)

　児童コーナー 8月1日(金)～8月31日(日)

5



講演会等　辻堂市民図書館

場　所

場　所

エントランス

エントランス

第１会議室

実施日時 行事名 内　　　容

4月23日(水)～5月11日(日) こどもの読書週間
「みんなでつくろう！！本の木」

読んでおもしろかった本、だれかにおしえたいすてきな
本、大好きな本をカードに書いて本の木に貼ってもらい
ました。
112枚

4月8日(火)～5月11日(日)
湘南大庭市民図書館

25周年記念行事
図書館へのメッセ－ジ

25周年を迎えた湘南大庭市民図書館に、利用者からひと
ことメッセ－ジをメッセ－ジカ－ドに書いていただき、
お祝いボ－ドに貼って掲示しました。

4月26日(土)
①10:00～
②11:00～

湘南大庭市民図書館
25周年記念行事

にんぎょうげきのつどい

人形劇ピッコロをお迎えし、大型絵本や人形劇を楽しみ
ました。
プログラム：大型絵本「おまえうまそうだな」
人形劇「ともだちや」ほか。
参加者　43名

実施日時 行事名 内　　　容

つじねこクラブ
ブックトークの会

「春！本！コレクション」

3月20日(金・祝)
14:00～15:00

11月29日(土)
10:00～11:30

神奈川県立藤沢西高等学校かるた部の生徒さんと一緒
に、百人一首を楽しみ世代間交流を行った。
参加者　11名

2026年の干支、「午」とクリスマスカードを作成。子ど
もから大人まで幅広い参加で、おりがみを介して年齢の
異なる利用者との交流を深めた。
参加者　15名

点字図書館と藤沢市誘導奉仕会サンウォークとの協力事
業。副音声、字幕付きの映画会を企画・実施。上映後ア
ンケートを実施。
参加者　57名

人形劇ピッコロによる公演「すてきなバスケット」他。
大型絵本、大型紙芝居も楽しんだ。
参加者　29名

小学校2年生以上を対象に「すごーく○○」「つじねこ
ホスピタル」の2つのテーマで本を紹介した。
参加者　子ども3名　大人4名

湘南大庭市民図書館

2Fホール

11月22日(土)
14:00～15:30

つじねこクラブ
ブックトークの会

「冬！本！コレクション」

Ｌｅｔ’ｓ百人一首

おりがみ教室

バリアフリー上映会
「九十歳、何がめでたい」

にんぎょうげきのつどい

藤沢市藤澤浮世絵館の学芸員の方より、浮世絵のなかの
藤沢宿について話を
伺った
参加者　43名

「だんだん…」「そのひとに出会ったら…」の2つの
テーマでおもわず読みたくなる本を紹介
参加者　子ども1名　大人7名

2Fホール

2Fホール

2Fホール

　1月18日(日)
13:30～15:09

3月14日(土)
11:00～11:40

2Fホール

2Fホール

2Fホール

読書週間行事
講演会

「浮世絵のなかの藤沢宿」

11月3日(月・祝)
14:00～16:00

11月8日(土)
14:00～15:00
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講演会等　湘南大庭市民図書館

場　所

第１会議室

多目的室

くつろぎ
コ－ナ－＆

ポ－チ

エントランス
こどものへや

第1会議室

第１会議室・
館内全域

藤沢市アート
スペース

第1会議室

第１会議室

実施日時 行事名 内　　　容

4月29日(火)
①9:30～　②11:00～
③13:00～　④15:00～

4月29日(火)
①10:00～
②14:00～

湘南大庭市民図書館
25周年記念行事

あそぼう　湘南大庭ふるさと
かるた

湘南大庭市民図書館
25周年記念行事
図書館deカフェ

8月3日(日)
10:30～12:00

かこさとし展覧会
講演会＆ワークショップ

「おへやであそぼ」

湘南大庭地区郷土づくり推進会議が中心となり、湘南大
庭地区の小中学生から募集した作品を使った大型の「湘
南大庭ふるさとかるた」を使用し、ぼっちゃ風かるた大
会を行いました。2チ－ムに分かれて、お手玉を絵札の
上に投げ競うル－ルで、3歳の子どもから大人までとて
も楽しい時間を過ごしました。会場には大きな絵札も展
示して、見ていただきました。
参加者　32名

湘南大庭市民図書館
25周年記念行事

Ｍｅｅｔふじキュン

企画政策課の行政支援展示「ファッションとＳＤＧｓ」
に関連し、夏休み期間、ＳＤＧｓを考える小学生向けの
クイズをエントランス展示とこどものへやに設置して行
いました。

ファッションとＳＤＧｓクイズ

こわ～いなつのおはなし会

毎年夏休みに行っている恒例行事です。
暗いお部屋で、こわ～いおはなしを聞きます。
（小学1年生から）
参加者　子ども27名

4月29日(火)

風船やお花で特別に飾り付けられた多目的室で、ふじ
キュンと握手したり、写真撮影をしたりして、参加者の
皆さんに楽しんでもらいました。

地域のコミュニティカフェ活動拠点として高校生を中心
に活動しているマイミライnextが運営しているリエゾン
に出店していただき、くつろぎコーナーとポ－チで来館
者にむけてコ－ヒ－の販売を行って頂きました。

小学校4～6年生を対象に、図書館の仕事としてカウン
ターでの貸出・返却や書架整理を体験し、図書館探検や
クイズを通して本の探し方を知ってもらう機会にしまし
た。
参加者　各日8名

夏休み　体験！　図書館員！

7月15日(火)～8月31日(日)

7月19日(土)10:00～11:00

7月29日(火)・7月30日(水)
両日とも13:00～15:30

8月10日(日)
10:00～10:40
14:00～14:30

9月4日(木)
10:00～11:30

子ども映画会
午前の部は、「おしりたんてい」午後の部は、「ふしぎ
駄菓子屋銭天堂」の上映をしました。
参加者　大人14名　子ども32名

今日から始める『終活』
～終活ノ－トを使って～

神奈川県行政書士会の方々を迎え、高齢化が進む大庭地
区において、終活とエンディングノートの書き方を学び
ました。
参加者　22名

親子を対象に、紙で作る工作と、かこさとしさんのおは
なし会を実施しました。
参加者　子ども10名　大人9名
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講演会等　湘南大庭市民図書館
場　所

第1会議室

第1会議室

第1会議室

大庭市民センター体
育室

第1会議室

第1会議室

第1会議室

第1会議室

実施日時 行事名 内　　　容

未来へ続く宇宙開発
－「ＪＡＸＡが図書館に

やってくる！－

9月24日(水)
14:00～15:30

10月18日(土)
10:00～12:00

10月25日(土)・26日(日)
①10:00　②11:00
③13:00　④14:00

10月25日(土)・26日(日)

11月2日(日)
10:30～11:30

11月3日(月)
14:00～15:30

11月8日(土)
13:00～14:30

11月29日(土)
10:00～12:00

鉄道だいすき！
－おはなし会と鉄道模型－

乗り物のおはなし会や鉄道クイズを楽しんだり、鉄道模
型の操作を経験した。行事後半の時間は、申込み者だけ
でなく、来館の子どもや大人も自由に鉄道模型を動かし
て楽しんだ。
参加者　24名　フリ－タイム9名

フレイル予防講座

藤沢市保健医療センターの健康運動指導士を迎え、フレ
イル予防のお話しや、コグニサイズや簡単な運動を教え
てもらいました。
参加者　22名

慶應生と楽しむ
カ－ドゲ－ムでわくわく

ドキドキ！

地域の人たちの居場所つくりの一助に、また異世代交流
の場として、慶應義塾大学のゼミ生4名を講師に迎え、
複数のカ－ドゲ－ムを楽しみました。
参加者　17名

ふるさとまつりの開催中、郷土歴史課からお借りしたＤ
ＶＤ「湘南ライフタウン（岩波映画）を、上映しまし
た。
参加者　112名

上映会「湘南ライフタウン」

ふるさとまつり第40回記念
　　　昭和100年　湘南ライフ

タウン50年

ふるさとまつりの期間中、市民センタ－が住民から募集
した湘南ライフタウンの思い出の写真とともに、懐かし
い昭和の様々な道具やおもちゃ等を展示し、郷土資料の
紹介をしました。大庭市民図書館と大庭市民センタ－と
のコラボ企画行事です。

盲導犬使用者の桑原さんと盲導犬のコ－ラル、同行者の
桒山さんを招き、盲導犬との日々の暮らしや盲導犬ボラ
ンティアなどについてお話しを伺った。
参加者　21名

盲導犬って知ってますか？

語り継がれてきた藤沢の民話

かつての人々の暮らしに思いを馳せながら、自然や神仏
への畏敬の念、暮らしの知恵や人生訓などが詰まった民
話の世界を、講話と朗読で愉しんだ。
参加者　29名

JAXA職員を招き、はやぶさや、現在そして未来に向けて
の宇宙開発の話を伺った。はやぶさ、はやぶさ2のプロ
ジェクトに携わり、宇宙開発事業の最前線で活躍されて
いる講師の方から直接お話しを伺う貴重な機会となっ
た。
参加者　28名
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講演会等　湘南大庭市民図書館

場　所

くつろぎコーナー前
ポ－チ

第1会議室

第1会議室

第1会議室

カウンタ－前

第1会議室

第1会議室

場　所

エレベーター入口

実施日時 行事名 内　　　容

YA世代がただ閲覧席を使うだけでなく、図書館に親しみ
をもってもらうことを目的として、10代を対象に匿名で
目標や夢をカードに書いてもらい、専用ボードに掲示す
る。
27枚

4月1日(火)～3月31日(火) つながるチャレンジボード

南市民図書館

実施日時 行事名 内　　　容

11月30日(日)
1回目　10:00～11:30
2回目　14:00～15:30

12月7日(日)
9:30～15:15

12月13日(日)
10:00～11:30

上映会
湘南ライフタウン
～誕生から50年～

リサイクルブックフェア

地域のコミュニティ活動拠点として高校生を中心に活動
している、マイミライnextが運営する、リエゾンに出店
してもらった。ポ－チでコ－ヒ－等を提供してもらい、
利用者にくつろいだ時間を過ごしてもらった。今年度2
回目の開催。「鉄道だいすき！」の行事のある日に同時
開催した。

1月25日(日)
10:00～11:30

3月15日(日)
10:00～12:00

11月29日(土)
9:00～15:00

おはなしを語るボランティアの皆さんに大人向けのおは
なしを語っていただき、大人の方にもおはなしを聞く楽
しさやおはなしの魅力を知っていただく時間になりまし
た。
参加者　21名

本の福袋

大庭寄席

おとなのためのおはなし会

　1月6(火)～1月12日(月)

新年にあたり、成人・YA世代を対象として、テーマに
そった2冊を1包にして貸出しました。包のカバ－は用紙
はのしのデザインにし、おすすめのメッセ－ジを書いた
アンケ－トを同封しました。作成した31包みは12日には
すべて貸出されました。

幅広い年齢の方へ興味を持っていただける行事として、
やすらぎ塾の方々をお迎えし、落語や腹話術などの演目
を楽しんでいただきました。
参加者　28名

寄贈された資料や保存期間の過ぎた雑誌を有効に活用す
るために、利用者に無償で提供した。6回に時間を分け
て、整理券を事前配布し、各回完全入れ替え制にして、
資料を提供した。
参加者　235名

冬休みの行事として、ブックト－クで本の紹介をした
り、ジャンボまつぼっくりを使ったオ－ナメント作りを
楽しんだ。
参加者　12名

ジャンボまつぼっくりで作ろう！

図書館deカフェ

湘南ライフタウン50年にあたる本年、郷土歴史課から
「湘南ライフタウン（岩波映画）」「遠藤のお正月」
「藤沢の伝統生活」1巻、2巻のDVDを借用し、上映し
た。
参加者　38名
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講演会等　南市民図書館
場　所

児童展示１

おはなしのへや

第一会議室

YA展示
コーナー

第一会議室

第一会議室

第一会議室

おはなしのへや
児童コーナー

第一・第二会議室

実施日時 行事名 内　　　容

講演会「鵠沼を拓いた江ノ電」

こどもの読書週間に合わせ子どもたちに自分の好きな本
を紹介してもらう企画、市内4館同時開催。
185枚

こどもの読書週間に合わせ「おはなしのつどい」を開
催、かこさとしさんの『かわ－絵巻じたてひろがるえほ
ん－』（福音館書店）をはじめ、大型絵本などや大型紙
芝居を楽しんでもらいました。
参加者　子ども9名　大人9名

「タンコロ」の愛称で親しまれている江ノ電が開通して
120余年、江ノ電は通過地点である鵠沼地区の開発に大
きな影響を与えた経緯について講演していただきまし
た。
講師：鵠沼郷土資料展示室運営委員長　奥村誠氏
参加者　24名

5月10日(土)
15:00～15:45

4月23日(水)～5月11日(日)
こどもの読書週間

　　「みんなでつくろう！！
本の木」

こどもの読書週間
おはなしのつどい

7月22日(火)
15:00～16:30

10代対象。参加者のQ＆Aカードの回答を元に、YA担当が
その人に読んでもらいたい本を3冊選書して、1週間後に
手渡すイベント。
応募人数　19名（10～16歳）

セレクトブック２０２５
～夏休みの君に贈る３冊～

近年話題を集めている江の島のトンボロ現象について、
また江の島はじめ藤沢市の観光の魅力や特長、さらには
観光課としての市の取り組みなど広く解説していただい
た。
講師：藤沢市観光課職員
参加者　20名

講演会「江の島トンボロ」

学芸員による鳥の不思議な生態についての説明を聞きな
がら、鳥の羽根を顕微鏡で観察したり、標本を触ってみ
たり、ばらばらの骨を並べたりと、貴重な体験をするこ
とが出来た。講師：日本大学生物資源科学部　骨の博物
館学芸員　田中雅宏氏
参加者　子ども5名　大人3名

今夏3回目、ODAKYU湘南GATEさんとのコラボ企画。図書
館の本の種類や並び方についてレクチャーしたあと、分
類クイズ、配架や在庫探しを体験してもらった。さら
に、おすすめの本について一言コメントを作成しても
らった。
参加者　小学5年生2名

鵠沼郷土資料展示室の所蔵資料、過去の企画展実績を活
用し、再構築。戦中戦後の藤沢を描いた佐川伸一氏によ
る画文集、「わが住む里」に寄稿された文章、終戦直後
より鵠沼に暮らしたカメラマン、影山光洋氏の写真デー
タなどを活用し、パネルと16分間の映像を作成した。初
代運営委員長、中島知子様がインタビューを受けた読売
新聞記事や、タウンニュース藤沢版の戦争特集も掲示し
た。
協力：鵠沼郷土資料展示室　運営委員　奥村誠氏
来場者　84名

小田急おしごと体験

戦後80年
パネル展示/オリジナル動画繰り

返し上映

5月31日(土)
14:00～15:30

7月19日(土)～8月31日(日)

7月25日(金)
14:00～14:45

夏休みこども映画会
「ぼくは王さま」

沢山の児童書を有する作家の映像を鑑賞したあとに、関
連本のブックトークを行ったところ、子どもたちが自然
に前に集まり集中して聞いていた。関連本の貸出に繋げ
ることができた。
参加者　子ども11名　大人7名

ワークショップ
「標本を使って楽しく学ぶ

“鳥のふしぎ”」

7月30日(木)
14:00～15:30

8月8日(金)
14:30～16:00

8月14日(火)
10:00～17:00
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講演会等　南市民図書館

場　所

第一会議室

市民ギャラリー

第一会議室

第一会議室

第一会議室

鎌倉市

第一会議室

第一会議室

実施日時 行事名 内　　　容

10月4日(土)
14:00～15:30

講演会「自分の住むまちが被災し
たら・・・

ハザードマップに基づき想定被害
後のことを考える」

災害が激甚化する昨今、防災から一歩進んだ「事前復興
準備」についての理解を進めることを目的にした講座。
丁寧に準備された内容であり、参加者は熱心に耳を傾
け、自分ごととして考えている様子がみてとれた。
講師：都市計画課　相原氏　與安氏
参加者　17名

映画は昨年度も上映した作品だったが、戦後80年という
機会に、午前午後2回上映。上映前には、昭和初期の流
行歌CDを選曲し再生、ボランティアに解説をしていただ
いた。第二会議室では、前日展示したパネルの一部を展
示し、映画会参加者にも見ていただいた。
参加者　午前13名　午後18名

戦後80年特別映画会／CD鑑賞会
「NHKスペシャル　カラーで見る

太平洋戦争」

8月15(水)
11:00～12:00
14:00～15:00

かこさとし展覧会
講演会＆ワークショップ

「おきあがりこぼしをつくろう」
＆「ふくわらいであそぼう」

8月17日(日)
11:00～12:00
14:00～15:00

夏休みイベントとして開催、15分ずつ2本立ての映画を
上映、本の紹介をして、貸出に繋げた。映画会としては
初めてe-kanagawaを利用しての申込方法とし、課題も
あったが、利用者側からは概ね好評だった。
参加者　子ども13名　大人10名

夏休みこども映画会「おまえうま
そうだな」

8月29日(金)
14:00～14:30

13世紀ごろ、西（京など）を発して、鬼が住むとされた
東夷の地に向かう貴族や僧らを取り上げ、学んだ。初日
は、東海道（京鎌倉往還）を下ってきた彼らの気持ちや
その行動について講義を聞き、翌日は、講師の方から解
説を伺いながら、西から鎌倉に入る場所を実際に散策し
た。
講師：松木謙一氏　望月一誠氏　藤沢My Winds
参加者　20名

文学歴史散歩
「“いざ鎌倉へ”～鎌倉の地をめ

ざした知識人・
宗教人の心にふれる～」

10月22日(水)
10:15～12:30

第一日目　(講座)
10月23日(木)
9:30～12:30

第二日目　(散策)

南館恒例の、プロの漫画家による小学生向け人気講座。
二日間にわたり、スクリーントーンを使ったマンガの描
き方を学んだ。今年はGペンとインク、ホワイトに挑戦
した子どもが多く、楽しかった、勉強になったという声
が聞かれた。作品集を製作し、後日、参加者に配布して
いる。
講師　大山哲也氏
参加者　16名

読書週間行事の一つとして、アート・エンターテイメン
ト映画を上映。本編終了後、10分間の特典映像も楽しん
でいただいた。「事前解説がわかりやすかった」「もう
一度見たい」等々の感想をいただいた。
参加者　23名

こどもマンガ教室

読書週間映画会「ライジング若
冲」

11月2日(日)・9日(日)
13:00～16:00

11月7日(金)
13:30～14:44

南市民図書館担当日は①おはなし会「だるまちゃんとか
みなりちゃん」②ワークショップ「だるまちゃん＆かみ
なりちゃんのおきあがりこぼしを作ろう！」③昔遊び
「だるまちゃんのふくわらいであそぼう！　の三部構成
とした。総合館主体行事の一環として行われたが、図書
館に隣接するエリアでの開催であり、日々活況な様子を
目にすることができた。当番日以外も、ボランティアの
協力を得て、おはなし会が開催された。
参加者　10名
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講演会等　南市民図書館
場　所

おはなしのへや

おはなしのへや
第一会議室

おはなしのへや

藤沢駅周辺
（第一会議室集合）

第一会議室

② 児童行事

『おはなし会』

『おひざのうえのおはなし会』

『保育園おはなし会』

③ 映画会

・館内展示の実施

辻堂市民図書館

59種

湘南大庭市民図書館

200種

南市民図書館

62種

辻堂市民図書館

68回開催 1,506名参加

湘南大庭市民図書館

13回開催 289名参加

南市民図書館

15回開催 336名参加

辻堂市民図書館

48回開催 548名参加

湘南大庭市民図書館

44回開催 392名参加

南市民図書館

48回開催 741名参加

南市民図書館

1回開催 20名参加

湘南大庭市民図書館

12回開催 282名参加

辻堂市民図書館

9回開催 232名参加

辻堂市民図書館 湘南大庭市民図書館 南市民図書館

48回開催 1,253名参加22回開催 317名参加20回開催 385名参加

戦後80年を迎えた節目の年として、映画「迎春花」を通
して当時存在した満州国での様子を知っていただくとと
もに、主演の李香蘭の歌のＣＤ鑑賞することで当時の世
相や流行を知り、関連資料の貸出に繋げた。
参加者　20名

12月5日(金)
13:30～15:30

特別映画会＆CD鑑賞会
「迎春花」

鉄道模型Nゲージを展示し、希望する子どもに走行させ
る。午前午後各回終了後、のりものに関するおはなし会
を行って、貸出や利用促進につなげた。
参加者　Nゲージ　115名（子ども75名、大人40名）（2
回合計）
おはなし会19名（2回合計）

鉄道模型であそぼう！
＆

のりものおはなし会♪

実施日時 行事名 内　　　容

アートスペース発行の冊子『パブリックアート散歩』改
訂版が発行されたことを受けて企画。藤沢駅周辺にある
17の作品を取り上げ、学芸員の解説を聞きながら市民会
館まで散歩した。
参加者　11名

あるいて。みつけて。ふじさわ
パブリックアート散歩

11月29日(土)
14:00～16:00

11月16日(土)
10:00～12:00

恒例の“あおむしたいそう”から、大型絵本、紙芝居、
パネルシアター、ペープサート、手遊びなど、盛りだく
さんの内容の特別なおはなしかいを実施。
参加者　20名

読書週間
おはなしのつどい

11月8日(土)
15:00～15:40

11月15日(土)
絵本　10:30～10:55
　　　13:30～13:55
お話　11:20～12:00
　　　15:20～16:00

小田急鉄道イベント
“絵本の読み聞かせ”

“お話”

ODAKYU湘南GATEとの共催事業。ロマンスカー運転手で絵
本作家、小林理絵さんをお招きし、自作絵本の読み聞か
せ、インタビュー、鉄道クイズを楽しんだ。”お話”で
は、小田急電鉄職員3名の方に、駅員の一日や改修工事
中の藤沢駅についてお話いただいた。
参加者　読み聞かせ44名（2回合計）
お話23名（2回合計）
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・研修の実施

○辻堂市民図書館

○湘南大庭市民図書館

　委託された図書館業務を確実に遂行するために、日々自己研鑽の意識を維持し、図書館運営に必要な知

識や技術の習得、向上とともに、多様な利用者に対するサービスを学び、情報の共有化を図ることに努め

た。

　図書館業務向上のため「接遇」について研修を行った。具体的な対応を交えての研修は、各々が日頃の

対応を顧みる良い機会となった。また、グループワークで情報を共有することで、より利用者へ配慮した

対応へ繋げることができた。

　避難訓練は避難誘導訓練と避難経路における注意個所の確認を行った。火災・地震などの災害や停電時

にどのような事に注意し行動すればよいのか、各自の危機管理意識の向上を図った。また、普通救命講習

を受講し、非常時に落ち着いて対応できるよう知識と技能を身につけ、職場での安全性を高めた。

　日常業務の中で個人情報を取り扱う機会が多いため、ＮＰＯ事務局長の河村氏から、図書館における個

人情報の取扱いについて学び、注意すべき点について再確認した。

　主任は外部研修に積極的に参加し、その成果がスタッフ、サブスタッフ全員のスキルアップにつながる

よう館内での共有に努めた。

　委託された図書館業務を確実に遂行するために、従事者の図書館運営に必要な知識や技術の習得に努

め、多様な利用者への対応力を高めることを目標にし、研修を実施した。

全体研修は5月、9月、11月の3回実施した。

　防災研修では、職員全員で非常口や非常用具の配置場所、避難経路を確認するとともに、藤沢市北消防

署より職員を招き、水消火器の実地訓練と通報訓練を行い、防災意識の向上を図った。

　通報訓練は、119番通報の正しい方法や火災、救急などの状況を迅速かつ正確に伝えるポイントを学び、

水消火器訓練は実際に消火器の操作をひとりひとり体験した。その後、非常時にどのようなことに注意し

て行動すべきかを各グル－プで話し合い、全体で発表しあうことで情報共有を行い、全体の危機管理意識

の向上に努めた。また、9月には全員で団体救命講習を受講し、心肺蘇生法とAEDの使用方法を学び、職員

全員がAED講習を修了または更新することができた。

　11月は、当法人事務局長より「個人情報保護研修」を受け、個人情報の意味を正しく理解し、業務を遂

行していくうえでの注意点を全員で再確認した。

　さらに「接遇」というテ－マで、総合市民図書館館長補佐による講座を行った。マナ－と接遇の違いな

ど、窓口業務における接遇の基本を具体的な事例も交えてお話いただき、利用者の立場を最優先に配慮し

寄り添う姿勢の大切さを再確認する研修となった。

　主任の外部研修は、資料掲載、オンライン研修（Zoom）も含め、積極的に参加し、研修のフィードバッ

クを共有した。
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〇南市民図書館

①内部研修

　辻堂市民図書館

・全体研修（４回実施）

日　付 時　間 対象 講師等

6月2日
13:10～
15:30

全員 管理職

7月22日
13:10～
14:50

全員 河村事務局長

10月20日
9:00～
12:00

全員
藤沢市消防局職員
救命講習指導員

12月15日
13:10～
15:30

全員
総合市民図書館
髙田補佐

・スタッフ研修（4回実施）
　業務確認と日常業務の向上のための話し合いなどを中心とした研修を実施した。

・サブスタッフ研修（4回実施）
　業務確認と日常業務の向上のための話し合いなどを中心とした研修を実施した。

・棚活動（通年）
　誰もが使いやすい図書館にするには、まず図書館にある資料や情報が見やすい、探しやすい、手に取り
やすい環境が重要と考え、全員で担当の棚を持ち、年間を通じ棚活動を実施した。また全体研修日に各棚
担当で集まり、日常業務で得た気づきや情報などを出し合い検討し、棚活動を充実させた。

　藤沢駅直近、ODAKYU湘南GATE6階に位置する南市民図書館は、藤沢市内の他館に比べ開館時間が長く、休

館日は月に1日となっている。その日の出勤の全職員が揃うのは、平日1時間のみ、土日祝であっても3時間

である。そういった状況下で情報を共有し、多くの利用者に対して均一のサービスを提供することが求め

られている。休館日には近隣小学校施設見学受入れや展示替え、館内環境の整備などの業務があり、厳し

いスケジュールの中、様々なかたちで研修時間の確保に努めてきた。毎日二千人以上という多様な来館者

への柔軟な対応、ＹＡ層の居場所としての役割、予約資料の迅速な提供など、委託された図書館業務を確

実に遂行するため、図書館運営に必要な知識や技術を習得し、スキルアップするための研修を行った。

　全体研修は4回、講師の方を招いて「図書館での接遇」「人権尊重とジェンダー平等・男女共同参画社

会」「個人情報保護」「初期消火の訓練と心得」「避難経路」について受講した。当館で働く全職員が、

常に個人情報の取り扱いに細心の注意を払い、カウンターやフロアー、電話での基本的な接遇を身に付

け、様々な利用者に対して無意識のバイアスを持つことなく色々な配慮に留意しながら接客できるよう研

修を行った。さらに全員が普通救命講習を再受講しAEDの使用方法や咄嗟の救命行為ができるよう訓練し

た。また、図書館が商業施設6階に位置することから火災発生避難誘導訓練を行い、特にビル火災について

の留意点および警報装置・消火器・AEDの場所や非常扉の開錠方法を確認した。棚活動においては、全職員

が担当の部門を持ち、部門ごとの班で通年活動した。

　全体研修の前には、スタッフ、サブスタッフといった職種別でのミーティングを行い、日々の業務確認

と意見交換をした。こういった積み重ねが利用者サービス向上に資することと考えている。

また主任は、担当業務の知見を広げるために専門分野の外部研修にできるだけ参加し研鑽を積んだ。

内　　　容

避難誘導訓練、避難経路の確認

「個人情報の取扱い」について

普通救命講習受講

「接遇」について
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湘南大庭市民図書館

・全体研修（3回実施）

日　付 時　間 対象 講師等

13:00～
14:00

藤沢市北消防署

14:15～
15:00

防災安全部危機管理
課

9:00～
12:00

藤沢市消防局職員
救命講習指導員

14:00～
16:00

管理職

13:00～
14:30

総合市民図書館
髙田補佐

14:00～
16:00

河村事務局長

・スタッフ研修（3回実施）
　全体研修日に業務確認と日常業務の向上のための話し合いなどを中心とした研修を実施した。

・サブスタッフ研修（3回実施）
　全体研修日に業務確認と日常業務の向上のための話し合いなどを中心とした研修を実施した。

・棚活動（通年）

南市民図書館

・全体研修（5回実施）

日　付 時　間 対象 講師等

6月9日
13:00～
15:15

全員
総合市民図書館
髙田補佐

①13:30
～14:30

鈴木俊平氏
（人権男女共同平和
国際課）

②14:40
～15:10

河村事務局長

内　　容

①通報訓練及び消火器の使い方を学ぶ

②防災訓練「非常時の行動と防災用具の設置場所
の確認」

全員

5月16日 全員

①接遇研修

9月8日 全員

内　　容

なぜ接遇が必要かについてからに始まり、身だし
なみ、あいさつ、言葉づかいなどの基本およびカ
ウンター、フロアワーク、電話応対に至るまで図
書館サービスに即した実践的な研修をしていただ
いた。グループワークも行い、具体的事例や現場
の悩みを共有した。

①人権やジェンダー平等についての考え方は日々
アップデートしていくことが大切であることか
ら、藤沢市の取組みや配慮すべき基本的な事項を
わかりやすく解説していただいた。グループワー
クを通じて、自分の持っている『無意識のバイア
ス』について気づき、様々な角度から考える機会
を得た。

②毎年受講している研修。個人情報とプライバ
シー情報の保護について研修を受けた。些細なミ
スによって個人情報が漏洩しないよう、日々緊張
感を持って業務にあたることを再認識した。

9月29日

　利用者にわかりやすく魅力のある棚を目標として、全員で担当の棚を持ち、年間を通して活動した。休
館日に設定している年3回の活動日には、日々の業務の中での気づきや課題を持ち寄り、担当書架のよりよ
い配架の仕方や書架展示などについて検討した。

①団体救命講習（AED研修）

②大地震を想定した避難行動訓練

②個人情報保護研修

全員11月25日
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日　付 時　間 対象 講師等

10月6日
10月27日

9:30
～11:30

全員
藤沢市消防局職員
救命講習指導員

12月8日
13:30

～15:00
全員

佐藤祥吾司令補
（南消防署管理課）

①13:30
～15:00

②14:30
～15:30

・スタッフ研修・サブスタッフ研修（4回実施）

・棚活動（通年）　　

②外部研修
　辻堂市民図書館　16回　17名参加　　　湘南大庭市民図書館　21回　30名参加
　南市民図書館　　13回　19名参加

（2）図書利用の普及啓発事業

（3）読書推進に関する事業
　図書館運営事業の各種行事活動の中で実施。当法人の独自事業としては実施せず。

①毎年実施している研修。2班に分かれてODKYU湘
南GATEの避難誘導経路および消火器・AED・警報装
置の場所を再確認した。2月16日

2月17日

 全体研修時に、職制ごとにミーティングを開き、日々の業務確認や諸課題に対する改善策等の話し合いを
活発に行った。また図書館新システムについてはいくつかの班に分けて複数回実施し、特別整理終了後滞
りなく業務に就けるように研修した。

　常に見やすい・手に取りやすい・魅力ある棚であることを目指し、全員が1部門の担当を持ち、
部門ごとに数名で班を作った。各自の勤務日がそれぞれ違うため、各々が活動ノートに記録をつけ、いつ
誰がどこをどのようにしたのかを見えるようにして、作業の効率化を図った。

　図書館運営事業の各種行事活動の中で実施。当法人の独自事業としては実施せず。

内　　容

成人に対する心肺蘇生法とAEDの使用方法につい
て、2班に分かれて受講した。（南館では休館日が
月に1日であり、研修スペースも確保できないた
め、辻堂市民図書館（休館日）にて実施）

窓側閲覧席において利用者のモバイルバッテリー
が発火したとの想定で、訓練を実施。利用者役
（一般、老人、子ども、親子連れなど）、勤務者
役、オブザーバーに分かれて訓練した後、佐藤司
令補より訓練についての講評と複合ビルでの火災
に関する留意点などを講義していただいた。

　両独自事業共通の法人内検討会として4月に独自事業分会を立ち上げ、6月、9月に会議を開催し今後の事
業実施や組織構想について検討を進めた。また、図書館運営事業の委託者である藤沢市との会議の場にお
いても、その内容について経過報告と意見聴取の場を設け情報の共有に努めた。

②年度内最後の棚活動となったが、特別整理期間
内であったため部門によっては大幅な書架移動を
行った。

全員
森芳則氏
（小田急ビルサービ
ス）
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